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行
政
書
士
無
料
相
談
の
開
催

　

島
根
県
行
政
書
士
雲
南
支
部

の
主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

行
政
書
士
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

◆
日
時

　

10
月
20
日（
金
）10
時
〜
15
時

◆
場
所

　

三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
（
雲

南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋
１
４
４

‐
１
）

◆
相
談
内
容

　

相
続
遺
言
、
権
利
義
務
、
事

実
証
明
、
法
人
設
立
、
農
地
法

許
可
、
建
設
業
許
可
等

◆
そ
の
他

　

相
談
希
望
の
あ
る
方
は
、
10

月
14
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

連
絡
内
容
は
、
「
○
○
に
つ

い
て
」
の
よ
う
に
簡
単
な
項
目

で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
行
政
書
士
会
雲
南
支

部
（
宮
崎
行
政
書
士
事
務
所
）

　

☎
（
F
a
x
兼
）

　

０
８
５
４
‐４
５
‐２
８
４
７

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
　
　
　（
秋
期
）の
開
催

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

採
用
計
画
の
説
明
、
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
14
日
（
土
）

　

13
時
〜
16
時
30
分

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展
示
場

◆
対
象
者

・
２
０
１
８
年
３
月
に
大
学

　

（
院
含
む
）
、
短
期
大
学
、

　

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

　

校
、
職
業
能
力
開
発
大
学

　

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
卒

　

業
年
次
の
方

・
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の

　

方
◆
参
加
企
業

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の
サ

イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

　

☎
０
１
２
０‐６
７‐４
５
１
０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

10
月
１
日
「
法
の
日
」
を
記

念
し
て
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し

借
り
、
公
害
、
交
通
事
故
、
夫

婦
親
子
、
相
続
及
び
少
年
非
行

な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、

島
根
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
３
名
が
お
伺
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
23
日
（
月
）

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時 

◆
受
付
時
間

　

９
時
30
分
〜
14
時
30
分

◆
場
所

　

雲
南
簡
易
裁
判
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

雲
南
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
８
５
４‐４
２‐０
２
７
５

無
料
労
働
相
談
会
の
開
催

　

島
根
県
労
働
員
会
と
島
根
労

働
局
、
島
根
県
社
会
保
険
労
務

士
会
な
ど
が
合
同
で
「
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
」
「
突
然
解

雇
」
「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
22
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時 

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
そ
の
他

　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

事
前
予
約
者
有
優
先
で
す

が
、
当
日
も
受
付
も
し
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２‐２
２‐５
４
５
０

佐
白
町
若
い
者
会
の

　
　
　
　
　
　
活
動
報
告

　

佐
白
町
若
い
者
会
で
は
、
自

治
会
内
の
家
庭
で
処
分
に
困
っ

て
い
る
不
燃
ご
み
を
回
収
す
る

活
動
を
８
月
５
日
に
行
い
ま
し

た
。
事
前
申
込
の
あ
っ
た
家
庭

を
訪
問
し
、
回
収
し
た
ゴ
ミ

（
約
7
0
0
㎏
）
を
雨
川
の
処

分
場
へ
搬
出
し
ま
し
た
。

　

他
自
治
会
等
で
も
、
こ
の
様

な
新
た
な

地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取

り
組
ん
で

み
ま
せ
ん

か
？

みんなの掲示板みんなの掲示板
労働保険の
加入手続きは
おすみですか！

一人でも労働者を雇用していれば
  労働保険に加入する必要があります。
※労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、
　政府が管掌する強制保険制度です。

★労働保険に関する事務手続等は労働保険事務組合や社会保険労務士に委託することもできます。
★どなたでも、事業主が労働保険の加入に必要な手続きを行っているか否かをインターネット上で確
　認できます。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
　　　　厚生労働省トップページ「分野別の政策▶雇用・労働▶労働基準」
　　　　　　　　　　　　　　　>「施策情報▶労働保険の適用・徴収」
　　　　　　　　　　　　　　　>「労働保険に関する総合情報はこちら」>「適用事業場検索」
お問い合わせ先… 島根労働局　労働保険徴収室 ☎ 0852-20-7010

出雲の國・斐伊川サミット設立１０周年記念事業
スローライフ・フォーラムin出雲の國

申込不要参加無料

　出雲の國・斐伊川サミットは、斐伊川・神戸川流域の２市
２町（出雲市・雲南市・奥出雲町・飯南町）の一体的な発展
をめざし、平成19年11月に発足しました。
　このたび、サミット設立10周年を記念し、出雲市長・雲南
市長・奥出雲町長・飯南町長が、一堂に会し、スローライフ
といった新たな視点で、サミット圏域の10年後、その先を見
据え、圏域ならではの「地方創生」について考えます。

日時：平成29年10月29日（日）13：30～16：30（開場 13：00）
場所：ビッグハート出雲　白のホール（出雲市駅南町1丁目5番地）

テーマ：『たたら文化・ふるさと創生－次の10年を考える』
１３：３０　開会（受付は１３：００から）
１３：４０　基調講演「結びあう　分かちあう」　神野直彦（日本社会事業大学学長・スローライフ学会学長）
１４：３０　わいわい談義報告
１５：００　パネルディスカッション

１６：３０　閉会
主催　　2017スローライフ・フォーラムin出雲の國実行委員会、一般社団法人自治総合センター
共催　　出雲の國・斐伊川サミット、ＮＰＯ法人スローライフ・ジャパン、スローライフ学会、公益財団法人ふるさと島根定住財団
後援　　総務省、島根県、出雲市、雲南市、奥出雲町、飯南町、国立大学法人島根大学、公立大学法人島根県立大学、
　　　　山陰中央新報社、島根日日新聞社、出雲ケーブルビジョン、ひらたＣＡＴＶ㈱、雲南夢ネット、奥出雲町情報通信協会
お問い合わせ先／2017スローライフ・フォーラムin出雲の國実行委員会（奥出雲町観光推進課 ☎54－2504）
※このフォーラムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

労災保険…労働者の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合に、必要な保険給付を行い、被
　　　　　災された方や遺族の方の生活を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を行うた
　　　　　めの保険制度です。
雇用保険…労働者の方が失業した場合に、失業手当を給付したり再就職を促進する事業を行う
　　　　　ための保険制度です。また、事業主の方へは、失業の予防、雇用機会の増大、雇用の
　　　　　安定等に係る各種助成金制度が設けられています。

長岡 秀人
（出雲市長） 

速水 雄一
（雲南市長） 

勝田 康則
（奥出雲町長） 

山碕 英樹
（飯南町長） 

コーディネーター パネリスト ～ 地元から

斉藤　睦
（地域総合  
　研究所長）

神野 直彦
（日本社会事業大学学長
・スローライフ学会学長）

増田 寛也
（野村総合研究所顧問
・スローライフ学会会長）

坪井ゆづる
（朝日新聞　
　論説委員）

早野　透
（桜美林大学 
　名誉教授）

野口 智子
（ゆとり       
    研究所長） 

パネリスト ～ スローライフ学会から


